
   
早早
稲稲
田田
大大
学学  

法法
学学
部部  

 
総 
論 

        

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ 

１
… 

「
古
漢
融
合
問
題
一
題
＋
現
代
文
二
題
」
の
大
問
三
題
＝
例
年
通
り
の
形
式
。 

２
… 

古
漢
融
合
問
題
は
実
質
古
文
と
漢
文
の
大
問
二
題
。
現
代
文
は
抽
象
性
の
高
い
内
容
の
文
章
を
課
す
。
大
問
三
で
一
二

〇
字
以
内
の
論
述
問
題
を
課
し
て
い
る
の
も
例
年
通
り
。 

３
… 

古
文
の
出
典
は
「
平
中
物
語
」
と
い
う
頻
出
素
材
、
現
代
文
は
芸
術
論
及
び
柳
田
民
俗
学
に
つ
い
て
の
文
章
か
ら
の
出

題
で
、
い
ず
れ
も
昨
年
度
よ
り
読
み
や
す
い
。
し
か
し
、
問
い
の
不
適
切
な
問
題
が
複
数
見
ら
れ
た
分
、
解
き
に
く
い
印

象
が
拭
え
な
い
。 

 こ
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
！ 

古
文
は
語
句
や
文
法
の
基
本
的
知
識
だ
け
で
な
く
、
文
章
の
構
成
や
人
物
関
係
を
的
確
に
整
理
す
る
「
論
理
的
読
解
力
」
ま

で
が
求
め
ら
れ
る
。
十
分
な
読
解
練
習
を
積
む
必
要
が
あ
る
。 

漢
文
は
古
文
と
比
較
す
れ
ば
平
易
で
あ
る
が
、
単
文
が
理
解
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
不
十
分
で
、
長
文
読
解
力
が
必
要
。
ほ
ぼ

毎
年
出
題
さ
れ
る
返
り
点
の
問
題
も
難
易
度
が
高
い
こ
と
が
多
い
。
頻
出
の
句
法
や
語
句
の
知
識
な
ど
の
、
漢
文
ら
し
い
知
識

ば
か
り
で
な
く
、
文
型
＝
主
語
・
述
語
な
ど
の
文
の
構
造
を
意
識
し
た
定
期
的
な
読
解
練
習
が
不
可
欠
。 

現
代
文
は
、
漢
字
を
含
め
た
語
彙
、
論
理
的
思
考
力
、
頻
出
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
積
極
的
に
高
め
、
高
度
な
評

論
文
に
対
応
で
き
る
読
解
力
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
法
学
部
で
は
要
約
問
題
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
出
題
が
こ
こ

数
年
続
い
て
い
る
た
め
、
文
章
構
成
を
適
切
に
把
握
し
、
簡
潔
な
言
葉
で
要
約
す
る
記
述
力
の
向
上
も
意
識
し
た
い
。 

合
格
の
た
め
に
は
、
お
茶
ゼ
ミ
Ｏ
Ｓ
国
語
ク
ラ
ス
に
所
属
し
、
テ
キ
ス
ト
所
収
の
現
代
文
・
古
文
問
題
で
、
平
均
七
割
～
七

割
五
分
以
上
の
正
答
率
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
必
要
。
加
え
て
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト
を
九
割
平
均
で
こ
な
し
た
い
。
セ
ン

タ
ー
試
験
の
過
去
問
演
習
を
八
割
五
分
（
一
七
〇
点
）
以
上
の
正
答
率
を
目
標
に
し
て
こ
な
す
こ
と
も
ま
た
、
合
格
の
た
め
の

目
安
と
な
る
。 

 

 

Ｃ 
 
 

５
／

31
問 

記
述
式 

５
／

31
問 

満  

点 
 

50
点 

目
標
得
点 

 

35
点 

〔
問
題
難
易
度
〕 

Ａ 
 
 

17
／

31
問 

Ｂ 
 
 

９
／

31
問 

〔
解
答
形
式
〕 

大
問
数 

 

３
（
現
代
文
２
題
・
古
漢
融
合
１
題
） 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

選
択
式 

25
／

31
問 

論
述
式 

１
／

31
問 

試
験
時
間 

 

90
分 

小
問
数 

31 
 

偏
差
値 

73 
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大 

問 

別 

分 

析 
 

【
一
】 

 

●
本
大
問
の
特
徴
・
概
要 

○ 

千
字
を
超
え
る
古
文
の
文
章
を
中
心
に
し
て
、
小
問
一
つ
を
漢
文
の
問
題
と
す
る
と
い
う
早
稲
田
・
法
の
第
一
問
の
傾
向

を
、
今
年
も
踏
襲
。
昨
年
度
よ
り
は
古
文
・
漢
文
と
も
若
干
問
題
文
の
長
さ
は
短
く
な
り
、
読
解
の
手
間
も
易
化
し
た
。
設

問
の
難
易
度
も
、
全
体
と
し
て
は
易
化
し
た
。 

○ 

古
文
の
出
典
と
な
っ
た
「
平
中
物
語
」
第
一
段
は
、
他
大
学
も
含
め
て
頻
出
箇
所
で
あ
り
、
受
験
生
に
は
読
み
や
す
か
っ

た
は
ず
。
設
問
（
一
～
六
）
も
、
三
を
除
け
ば
、
基
本
問
題
と
言
え
る
も
の
ば
か
り
。
高
得
点
を
狙
い
た
い
。 

○ 

漢
文
の
出
典
と
な
っ
た
「
緑
窓
新
話
」
は
頻
出
素
材
で
は
な
い
が
、
話
の
内
容
は
「
紅
葉
良
媒
」
と
い
う
故
事
の
一
節
。

Ⅱ
を
除
い
て
、
基
本
問
題
。
昨
年
度
は
、
漢
文
と
古
文
の
文
章
の
関
連
性
が
問
わ
れ
る
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
Ⅳ
で

問
わ
れ
た
。
が
、
難
易
度
に
は
そ
れ
ほ
ど
影
響
せ
ず
、
気
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。 

 

●
注
目
す
べ
き
小
問 

問
一
ノ
一 

正
解
肢
中
に
あ
る
「
讒
言
」
は
、
早
稲
田
・
法
受
験
者
が
備
え
て
お
き
た
い
語
彙
力
の
レ
ベ
ル
を
示
す
。
傍
線
部

「
聞
こ
え
そ
こ
な
ひ
け
る
」
を
「
言
ひ
損
な
ひ
け
る
」
の
謙
譲
表
現
で
あ
る
と
見
抜
く
力
は
、
基
礎
力
レ
ベ
ル
。 

問
一
ノ
三 

傍
線
部
の
和
歌
が
、
「
紅
葉
葉
＋
袖
＝
血
涙
＝
深
い
悲
し
み
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
れ
て
も
、
そ
れ

を
言
い
表
す
古
語
を
選
ぶ
と
な
る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
。
選
択
肢
ア
「
か
な
し
」
は
、
通
常
古
文
で
は
「
い
と
お

し
い
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
た
め
、
正
解
肢
と
し
に
く
い
。
色
づ
い
た
紅
葉
を
男
に
送
っ
た
女
の
気
持
ち
＝
男
の

恋
心
を
詠
ん
だ
返
歌
を
期
待
す
る
気
持
ち
を
読
み
取
り
、
そ
の
後
、
女
が
傍
線
部
の
和
歌
に
「
返
し
も
せ
ず
」
と
い

う
態
度
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
、
男
の
「
心
づ
き
な
し
（
気
に
く
わ
な
い
）
」
と
の
気
持
ち
を
、
女
が
和
歌
か
ら
読
み

取
っ
た
と
解
釈
す
る
の
も
一
考
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
和
歌
に
表
現
さ
れ
た
男
の
気
持
ち
＝
「
（
血
の
涙
を
流
す

ほ
ど
の
）
深
い
悲
し
み
」
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。
和
歌
自
体
の
意
味
を
考
察
の
基
礎
に
お
く
か
、
和
歌
前
後
の
文
脈
を

考
察
の
基
礎
に
お
く
か
の
判
断
が
つ
き
に
く
い
難
問
。 

問
一
ノ
五 

傍
線
部
及
び
選
択
肢
ア
・
イ
・
エ
が
下
二
段
活
用
に
接
続
す
る
「
な
む
」
で
あ
り
、
接
続
判
断
が
で
き
な
い
場
合

の
「
な
む
」
の
識
別
問
題
で
、
和
歌
の
解
釈
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
で
難
易
度
が
高
い
。 

問
一
ノ
六 

絶
対
敬
語
「
啓
す
・
奏
す
」
の
知
識
を
聞
く
問
題
だ
が
、
各
空
欄
部
前
の
会
話
文
の
相
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
＝
「
帝

の
御
母
后
」
、
Ｂ
＝
「
帝
」
で
あ
る
こ
と
を
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
、
難
易
度
は
高
い
。 

問
一
の
七
Ⅱ 

エ
・
オ
の
選
択
肢
が
正
解
に
な
ら
な
い
こ
と
は
解
る
が
、
ア
・
イ
・
ウ
の
い
ず
れ
が
正
解
か
、
判
断
は
つ
き
に

く
い
。
顔
も
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い
男
女
が
紅
葉
に
よ
っ
て
縁
付
い
た
と
い
う
本
文
の
文
意
を
踏
ま
え
て
、
イ
を

正
解
に
す
べ
き
か
。
ア
の
「
自
分
を
愛
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
女
に
執
着
し
て
」
や
ウ
の
「
恋
文
を
自
分
に
宛

て
た
も
の
と
勘
違
い
し
て
」
と
い
う
部
分
は
、
本
文
の
内
容
と
若
干
ず
れ
が
あ
る
。
愛
さ
れ
な
け
れ
ば
愛
す
る
価

値
が
な
い
と
い
う
道
理
は
な
い
し
、
流
れ
て
き
た
手
紙
に
は
そ
も
そ
も
宛
先
が
な
い
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

古
文
…
高
三
夏
期
講
習
「
古
文
読
解
上
級
」 

 
 

漢
文
…
漢
文
基
礎
、
高
三
冬
期
講
習
「
難
関
大
漢
文
」 

時
間
配
分
の
目
安 

25
／

90
分 

予
想
配
点 
15
／

50
点 

小
問

出
題
形
式

文
章
の別

難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

一 

Ａ 
 
 

二 

Ａ 
 
 

三 

Ｃ 
 
 

四 

Ａ 
 
 

五 

二
つ
と
も
Ｂ 

 
 
 

六 

Ａ
・
Ｂ
と
も
Ｂ 

 
 
 

七
Ⅰ 

Ａ 
 

七
Ⅱ 

Ｃ 
 

七
Ⅲ 

Ａ 
 

七
Ⅳ 

Ｂ 

〔
文
字
数
〕（
古
文
）
約
一
二
〇
〇
字 

（
漢
文
）
約
二
二
〇
字 

〔
出
典
〕 

（
古
文
）「
平
中
物
語
」 

（
漢
文
）「
緑
窓
新
話
」 

種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

古
漢
融
合
／
物
語 

 

選
択
式
10
題
、
記
述
式
２
題 
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【
二
】 

●
本
大

・

問
の
特
徴

概
要 

題
文
の
長
さ
は
標
準
。
設
問
数
は
や
や

（
こ
れ
は

第
三
問
】
も

め
て
言
え
る
こ
と
） 

・
悪
問
」
で
時
間
を

費
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
「

○ 

問

多
め
。
昨
年
度
に
比
べ
、
難
問
・
悪
問
が
増
加
し
て
い
る
。 

【

含

○ 

問
三
や
問
六
の
よ
う
に
、
「
選
択
肢
を
絞
る
た
め
に
必
要
な
着
眼
点
が
文
章
の
表
面
に
は
な
く
、
解
答
者
自
身
が
論
理
的

推
理
に
よ
っ
て
積
極
的
に
探
し
出
す
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
」
の
が
早
稲
田
大
の
難
問
の
パ
タ
ー
ン
。
と
は
い
え
、
「
難

問

浪

明
快
な
道
筋
が
見
え
る
設
問
」
を
確
実
に
解
い
て
合
格
ラ
イ
ン
越
え

を
目
指
せ
ば
よ
い
。 

●
注
目
す
べ
き
小
問 

問
二
ノ
三 

「
こ
こ
か
ら
し
て
も
」
と
い
う
指
示
語
が
、
前
文
の
「
感
覚
の
問
題
で
は
な
く
、
思
想
の
問
題
」
と
い
う
論
点
と

傍
線
部
の
イ
コ
ー
ル
関
係
を
示
す
。
ア
「
意
味
論
的
に
解
釈
す
る
必
要
」
が
第
６
段
落
以
降
の
対
比
と
矛
盾
。 

 
 
 

イ
「
解
釈
と
は
心
を
解
放
す
る
一
種
の
遊
び
の
よ
う
な
行
為
」
ウ
「
人
間
の
心
の
ひ
だ
を
描
出
し
な
け
れ
ば
」
オ
「
自

ら
も
創
作
活
動
に
携
わ
り
作
品
を
完
成
さ
せ
て
み
な
け
れ
ば
」
が
「
思
想
の
問
題
」
と
い
う
論
点
と
ズ
レ
。
エ
「
精

神
が
美
的
価
値
と
の
一
体
化
を
め
ざ
す
」
が
「
思
想
の
問
題
」
の
言
い
換
え
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ハ
ッ
キ
リ
と

わ
か
る
の
は
、
最
終
段
落
第
１
文
。
消
去
法
で
も
解
け
る
の
だ
が
、
実
は
「
本
文
を
最
後
ま
で
読
ん
で
か
ら
解
く
と

楽
」
な
問
題
。
「
感
覚
←
→
思
想
」
と
い
う
抽
象
語
を
敷
衍
し
て
選
択
肢
と
比
較
す
る
日
本
語
力
が
要
求
さ
れ
て
い

る
点
で
難
問
と
い
え
る
。 

問
二
ノ
四 

「
言
い
換
え
箇
所
」
の
候
補
は
複
数
出
て
く
る
。
①
第
６
段
落
「
意
味
論
的
解
析
」
②
第
８
段
落
「
作
品
を
還
元

す
る
」
③
第
９
段
落
「
作
品
の
意
味
論
的
解
明
」
な
ど
。
傍
線
部
が
動
詞
で
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
対
応
さ
せ

る
な
ら
②
が
最
も
良
い
が
、
「
一
般
者
の
次
元
に
」
と
い
う
要
素
を
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
の
は
意
味
の
カ
タ
マ
リ
と

し
て
は
中
途
半
端
。
一
方
、
①
③
は
意
味
内
容
の
単
位
と
し
て
は
Ｏ
Ｋ
だ
が
、
傍
線
部
と
文
法
的
に
対
応
し
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
設
問
意
図
の
解
釈
に
よ
っ
て
正
解
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
「
悪
問
」
。 

問
二
ノ
六 

イ
と
オ
に
絞
っ
て
か
ら
先
で
差
が
つ
く
。
傍
線
部
の
主
語
が
「
理
性
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
注
目
！ 

 

 
 

 
 

イ
「
感
情
を
他
者
に
伝
達
す
る
た
め
…
表
現
と
し
て
…
定
立
」
、
オ
「
思
想
を
物
的
な
世
界
に
現
出
す
る
た
め
…
知

性
的
能
力
…
十
全
と
発
揮
」
の
ど
ち
ら
が
傍
線
部
の
論
理
に
近
い
か
？ 

 

問
二
ノ
八 

第
11
段
落
、
最
終
段
落
と
の
対
応
で
カ
を
選
ぶ
の
は
難
易
度
Ａ
レ
ベ
ル
。
し
か
し
、
イ
と
ウ
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か

の
根
拠
は
薄
弱
。
二
つ
の
解
答
の
う
ち
一
つ
が
で
き
れ
ば
よ
い
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

高
３
Ｏ
Ｓ
国
語
11
～
12
月
期
テ
キ
ス
ト
の
各
回
（
抽
象
度
の
高
い
文
章
） 

時
間
配
分
の
目
安 

30
／

90
分 

小
問

出
題
形
式

文
章
の

予
想
配
点 
15
／

50
点 

別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

一 

二
つ
と
も
Ａ 

 
 

二 

二
つ
と
も
Ａ 

 

三 

Ｂ 
 

四 

Ｃ 
 

五 

Ａ 

六 

Ｂ 
 

七 

Ａ 
 

八 

一
つ
は
Ｃ
・
一
つ
は
Ａ 

〔
文
字
数
〕
約
三
〇
〇
〇
字 

〔
出
典
〕 
今
道
友
信
『
美
に
つ
い
て
』 

種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
／
評
論
（
芸
術
論
・
解
釈
学
） 

 

選
択
式
８
問 
記
述
式
３
問
（
漢
字
の
書
き
取
り
、
抜
き
出
し
） 

http://www.ochazemi.co.jp/


 

4            2010Ochanomizu Seminar All rights reserved. 

  
【
三
】 

 

時
間
配
分
の
目
安 

35
／

90
分 

        

予
想
配
点 

20
／

50
点 

   

●
本
大
問
の
特
徴
・
概
要 

題
文
の
長
さ
は
標
準
。
設
問

○ 

問

数
も
例
年
通
り
。 

○ 

問
七
は
「
本
文
全
体
あ
る
い
は
意
味
段
落
の
要
約
」
を
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
早
稲
田
・
法
の
論
述
問
題
の
例
年
の
傾
向

に
沿
っ
て
い
る
。 

 

●
注
目
す
べ
き
小
問 

問
三
ノ
一 

「
い
や
」
と
い
う
語
に
着
目
さ
せ
て
論
理
的
に
解
か
せ
る
の
が
設
問
意
図
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
エ
は
本
文
冒
頭
と

矛
盾
。
ウ
は
「
植
民
地
」
と
い
う
語
が
本
文
の
15
段
落
以
降
と
の
つ
な
が
り
を
予
想
さ
せ
る
が
、
直
後
の
第
２
段

落
以
降
の
論
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
×
。
さ
て
、
残
っ
た
選
択
肢
だ
が
、
ア
は
前
文
の
否
定
的
な
「
言

い
直
し
」
、
イ
と
オ
は
前
文
の
肯
定
的
な
「
言
い
直
し
」
だ
と
い
う
点
で
「
い
や
」
と
い
う
接
続
語
の
は
た
ら
き
と

は
矛
盾
し
な
い
。
残
さ
れ
た
解
答
根
拠
は
本
文
全
体
の
論
旨
・
内
容
と
の
整
合
性
だ
が
、
「
柳
田
を
含
め
た
日
本
人

に
は
皆
、
『
郷
土
』
に
憧
れ
る
『
漂
泊
』
の
心
が
あ
る
」
の
だ
と
す
れ
ば
、
ア
の
よ
う
に
強
度
の
存
在
を
否
定
し
た

り
、
オ
の
よ
う
に
郷
土
を
過
去
に
限
定
し
た
り
す
る
よ
り
、
イ
の
方
が
相
対
的
に
論
旨
に
近
い
こ
と
に
な
る
。
制
限

時
間
内
で
解
く
の
は
困
難
。 

問
三
ノ
四 

「
巨
視
的
に
見
れ
ば
」
「
も
う
ひ
と
つ
の
隠
さ
れ
た
主
張
」
と
い
う
表
現
が
、
本
文
の
第
二
意
味
段
落
（
形
式
段

落
７
～
11
）
の
要
旨
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
注
意
！ 

次
の
段
落
の
「
『
漂
泊
』
と
い
う
主
題
を
も
う
一
度
、

日
本
人
の
起
源
論
に
お
い
て
捉
え
直
そ
う
と
す
る
柳
田
の
強
い
動
機
」
が
イ
コ
ー
ル
箇
所
。
イ
と
エ
は
す
ぐ
に
消
去

で
き
る
。
ウ
や
オ
で
は
、
日
本
人
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
定
住
し
な
い
（
現
在
で
も
未
だ
に
定
住
し
て
い
な
い
）
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
ア
が
正
解
。 

問
三
ノ
七 

早
稲
田
・
法
の
恒
例
の
論
述
問
題
。
「
用
い
る
べ
き
三
語
」
を
ヒ
ン
ト
に
す
れ
ば
、「
漂
泊
」
と
「
定
住
」
は
本
文

全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
柳
田
民
俗
学
の
特
徴
）
、「
植
民
地
」
は
本
文
第
15
～
16
段
落
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
柳
田
民
俗

学
の
問
題
点
・
今
後
の
課
題
）
、
だ
と
い
う
こ
と
が
読
め
て
く
る
。
結
局
、
こ
の
設
問
の
狙
い
は
、
本
文
全
体
を
「
柳

田
民
俗
学
と
は
何
か
→
柳
田
民
俗
学
の
今
後
の
課
題
は
何
か
」
と
い
う
構
成
で
要
約
さ
せ
る
こ
と
な
の
だ
と
見
抜
い

て
ほ
し
い
。 

解
答
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
細
か
い
表
現
に
拘
る
よ
り
も
、
「
質
問
の
メ
イ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
答
え
と
し
て

噛
み
合
う
よ
う
に
」
「
文
章
構
成
の
点
で
非
常
識
な
ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
」
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
設
問
で

の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
。
①
「
こ
の
問
題
」
の
内
容
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
か
ど
う
か
。
②
「
漂
泊
」
の
問
題
を

「
定
住
」
の
視
点
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
か
ど
う
か
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

 

高
３A

d
v
a
n
c
e
d

３
月
期
１
回
、
高
３S

t
a
n
d
a
r
d

６
月
期
３
回
（
柳
田
国
男
関
連
の
文
章
） 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

一 

Ｃ 
 

二 

Ａ 
 

三 

二
つ
と
も
Ａ 

 

四 

Ｂ 
 

五 

Ａ 
 

六 

Ａ 
 

七 

Ｂ 

出
題
形
式 

選
択
式
７
問
、
論
述
式
１
問
（
一
〇
〇
～
一
二
〇
字
） 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
／
評
論
（
民
俗
学
・
柳
田
国
男
論
） 

〔
出
典
〕 
鶴
見
太
郎
『
柳
田
国
男
入
門
』 

〔
文
字
数
〕
約
三
一
〇
〇
字 
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